
韻文詩翻訳の二つの可能性

上田敏と柳揮健によるLEBATEAUIVRE翻訳の試み
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おわりに

は じ め に

日本におけるフランス詩百年を振 り返ってみるとき,ランボーはボードレールとともに,

もっとも広く深く読みつがれ親しまれてきた詩人である｡ 小林秀雄や中原中也などの例からも

ただちに推察されるように,日本の近代現代文学に与えた影響には軽視しえないものがある｡

折しも1991年に没後百周年を迎えたばかりのこの詩人の作品が,日本においてどのように紹介

され,読みつがれ,そして評価されて来たかを,フランス詩の移入と受容の問題と関連させな

がら改めて問い直 してみることは,時宜にかなったことであると同時に十分に意味のあること

でもあるに違いない｡

そこでまず最初に,日本におけるランボーの紹介と受容の歴史を,戟前すなわち1945年以前

に限って,ごく簡略に振り返っておきたい ｡ その起点はやはり何といっても上田敏と永井荷風

に求めなければならない｡荷風は1909(明治42)年4月発行の 『新文林』 (第2巻第4礁)に,

｢そ ろゞあるき｣(Sensation)を訳載したが,これはやがて1913(大正2)年に訳詩集 『珊瑚集』

に収録される｡ 上田敏によるランボーの翻訳も数は少ないがはぼこれと同じ頃になされた｡生

前に発表されたものは1篇のみで,1909(明治42)年 5月発行の 『女子文壇』(五ノ六)に載っ

た ｢武とるひと｣(LesChercheusesdepoux)がそれである｡ この訳詩は1920(大正9)年に金尾

文淵堂から出版された遺稿詩集 『牧羊神』にも収録されておらず,単行本としては1923(大正

12)年になって初めて,玄文社刊行の 『上田敏詩集』に ｢牧羊神拾遺｣の1篇として収められ

た｡｢牧羊神拾遺｣にはもう1篇ランボーの訳詩が入れられており,それが本稿で問題にする

｢酵ひどれ船｣(LeBateauivre)である｡これはいずれも未完のままに残された4種の未定稿を
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竹友藻風がアレンジして,さらに欠如の部分 (特に第15連)を補訳したものであるといわれて

いる1)0

こうして明治末期に始まったランボー紹介の動きは,大正年間に入ってにわかに活発になる｡

岩野抱鴫が,ランボーに1章を割いたアーサー ･シモンズ (ArthurSymons)の名著 TheSym -

bolistMovementinLiterature(London,Heineman,1899)を,『表象派の文学運動』と題 して新潮

社から上梓 したのは,1913(大正2)年であった｡この翻訳が小林秀雄や河上徹太郎らに強い

影響 を与えたことは周知の事実である｡ 夫折の詩人三富朽葉が,パテルヌ･べ リション

(patemeBe汀ichon)のランボー伝2)に依拠 しつつ,｢ランボオの生ひたち｣と題する紹介文を

『三田文学』に発表したのも同じ年だった｡r三富朽葉全集』第1巻 ･詩集篇 (1978年,牧神社

刊)には,ランボーの訳詩2篇,｢わがさすらひ｣(MaBohとme)と ｢SENSATION｣が収録され

ているが,初出誌等は残念ながら未詳である｡

柳津健は後に外交官となった詩人であるが,青年時代に本邦初訳の ｢酔ひどれの舟｣を発表

したことで記憶に値する｡本稿第3章で詳述するように,1914(大正3)年2月発行の詩誌

『未来』に載ったもので,同年12月刊行の柳津の詩集 『果樹園』にも収録された｡このほか大

正年間でその名前を逸することのできない人々は,1922(大正11)年刊行の 『有明詩集』に

｢母音｣(voyenes)を訳載した蒲原有明,随筆集 『信天翁の眼玉』(同年,白水社刊)においてラ

ンボーの生涯と作品を軽妙に紹介 した辰野隆,1924(大正13)年に春陽堂から刊行された訳詩

集 『近代悌蘭西詩抄』に,｢乳を捜す女｣(LesChercheusesdepoux),｢少年時｣(E血nce),｢花｣

(Fleurs)の3篇を訳載した鈴木信太郎などである｡

日本におけるランボーの第2期は,大正末から第2次世界大戦にいたる約20年間であり,真

の受容はこの時期に始まったといっていい｡3人の偉大な名前が挙げられる｡ いうまでもなく

小林秀雄,富永太郎,そして中原中也である｡ この3人についてはすでに多くのことが語られ

ているので,いくつかの指標となる事実のみを挙げて注意を喚起するにとどめたい｡

小林秀雄が神田の本屋でメルキュール版の 『地獄の季節』(Unesaisonenenfer)の袖珍本3)を

見つけたのは,1924(大正13)年6月頃であった｡これは小林にとってひとつの事件であった

が,日本の近代文学史上の一事件でもあった.これ以後小林は生涯に3つの ｢ランボオ｣論を

書くことになる｡その最初のものは,1926(大正15)年10月発行の 『悌蘭西文学研究』第1号

(東大俳文研究室編)に掲載された ｢人生析断家ランボオ｣であった｡情熱にかられて書いたか

なり晦渋なもので,アーサー ･シモンズの影響が濃厚である｡ 人生を祈 りきざむひとランボー

は,無意識的な生活者としてのヴェルレ-ヌに対 して,｢生活を規定せんとする意志｣をたえ

ず抱きつづけた意識的な生活者であった｡彼の ｢析断｣とは彼の ｢発情そのもの｣であった｡

いうまでもなくこの考えは,『地獄の季節』を最後の作品と見る年代確定に支えられている｡

｢吾々は彼の絶作 『地獄の-季節』の魔力が,この作品後,彼が若し一行でも書 くことをした
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ら,この作は諒解出来ないものとなると云ふ事にある事を忘れてはならない｣｡ ｢彼は美神を捕

えて刺違-たのである｡ 恐らく此所に極点の文学がある｣｡

小林の第2の ｢ランボオ論｣は,1930(昭和5)年10月に白水社から刊行された翻訳 『地獄

の季節』の後記として書かれた｡｢奇妙な三角関係｣を経た小林の成熟のあとが見られ,数年

前の ｢ランボオ論｣を ｢今は絹介とも愚劣ともみえるこの小論｣とよび,いかにも告白的な口

調で,ランボーは ｢夢をみるみじめき｣を明かしてくれた,と打ち明けている｡第3の ｢ラン

ボオ論｣は,1948(昭和23)年11月に創元社から刊行された 『ランボオ詩集』のための後記と

して書かれた｡ランボーとの出会いと関わりを回想風に,しかも適当に距離をおいて冷静に

語っている｡ こうして20数年間にわたってランボーと取り組んだ小林は,その理解を以下の翻

訳として結実させた｡すなわち 『地獄の季節』,『飾画』 (Im血 ations),｢酪軒船｣ (LeBateau

ivre),｢渇の喜劇｣ (ComediedelaSou),｢堪忍｣(Fetesdelapatience,Ⅰ･Bami 主resdema主),｢オフェ

リヤ｣(Oph6lie),｢谷間に眠る男｣(LeDomeurduVal)である｡

ところで小林のランボーとの出会いは,いくつかの連鎖反応を呼び起こした｡彼は1924(大

正13)年9月,当時京都に滞在中の友人富永太郎に,『地獄の季節』の終章 ｢別れ｣(Adieu)の

原詩を書き抜いて送った｡富永はそれを ｢大きな紙に書いて,壁に張り毎日眺めて｣いたとい

う｡ 散文詩 ｢秋の悲歎｣が書かれたのはそれから間もなくしてであった｡｢は､あランボオぼ

りだな,と言ってもい ゝ ｡ とにかく日本流行の<情調派>でないといふレッテルをつけてくれ

たら本望だ｡出来不出来は問わず｣,と小林にその詩稿を送った折に書き添えている4)｡富永

の作品には他にも,｢遺産分配書｣や ｢恥の歌｣などランボーの影響が見てとれるものがあり,

さらには ｢AuR血baud｣と題する奇妙なフランス語詩さえ残されている｡ 翻訳としては,｢磯

俄の饗宴｣(Fetesdelafaim)があり,また未定稿ながら,『地獄の季節』から ｢朝｣(Matin)と

｢錯乱Ⅰ｣を,そして 『イリュミナシオン』からは ｢コント｣(Conte),｢労働者｣(Ouvriers),

｢古代｣ (Antique)の3篇を,それぞれ訳出している｡

中原中也がランボーを知ったのは,この富永を通じてであった｡彼の ｢詩的履歴書｣の大正

13年の項には,｢夏,富永太郎京都に来て,彼より仏国詩人等の存在を学ぶ｣とある｡ また

｢ノート1924｣の中程に,上田敏訳 ｢酔ひどれ船｣(前年発行の玄文社版 『上田敏詩集』のテクスト

と思われる)の一部が筆写されていることも確認される｡中原は1926(大正15)年1月に,知人

の正岡忠三郎からべリション版の 『ランボー作品集』5)を貰い,同じ年の秋からアテネ ･フラ

ンセ-通い始めるのである｡ 以後中原は約60篇のランボーを翻訳している｡ ほとんどが韻文詩

篇である｡すなわち 『学校時代の詩』(1933年12月,三笠書房刊),『ランボオ詩抄』(1936年6月,

山本書店刊),『ランボオ詩集』(1937年9月,野田書房刊)が,それぞれ単行本として生前に出版

されたのである｡

昭和初年代には,この他にも三好連泊,堀口大学,村上菊一郎などによるランボー移入の試
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みがあったが,ここではすべて割愛する｡ 大正末から第二次世界大戦までのほほ20年間に,本

格的なランボー受容が始まったことだけを確認しておきたい｡

さて本稿では,以上の歴史的展望を踏まえた上で,ランボーの初期韻文詩の傑作であるLe

Bateauiwe邦訳の試みを,その初期に限定 して検討してみたい｡すなわち上田敏と柳津健に

よるふたつの対照的な試みである｡前者は韻文としての原詩の律動と措辞に最大の注意を払い

つつ,これを文語定型詩として移し植えようとする試みであり,後者はイメージの詩学に着目

して,これを口語的な散文として比較的自由に置き換えようとする試みであった｡このふたつ

の翻訳が示す基本的な方向は,そのまま小林秀雄の ｢酷酉丁船｣と中原中也の ｢酔ひどれ船｣へ

と引き継がれてい く｡ 中也の試みは散文訳ではなく,形の上では行分け詩の体裁をとっている

が,プロゾデイにとらわれない自由な口語体は,明らかに柳津の模索した方向に従っているの

である｡

1 テクストと試訳

はじめに, LeBateauiweの原文と筆者による試訳とを,各詩節ごとに交互に掲げる｡ 底本

として用いたのは,シュザンヌ ･ベルナールの校訂本に更にアンドレ･ギュイヨーが手を加え

た≪ガルニエ古典叢書≫の 『ランボー作品集』である6)｡なおこの作品には,ランボーの自筆

原稿は残念ながら伝えられておらず,唯一の拠 り所であるポール ･ヴェルレ-ヌによる筆写詩

稿が,現在はフランス国立図書館に所蔵されている｡

LEBATEAUIVRE

酔っぱらった船

① CommejedescendaisdesFleuvesimpassibles

Jenemesentisplusguideparleshaleurs:

DesPeaux-Rougescriardslesavaientpnspourcibles

Lesayantcloudsnusauxpoteauxdecouleurs.

平然として流れる大河を下ってゆくほどに

船曳きに導かれる覚えはもはやなくなった

甲高く叫ぶインディアンが色とりどりの柱に

彼らを裸のまま釘づ1ナにして弓矢の標的にしてしまった

② J'6taisinsoucieuxdetousles6quipages,
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Porteurdeb16Sflamandsoudecotonsanglais.

Quandavecmeshaleursontfinicestapages

LesFleuvesm'ontlaiss6descendreo心jevoulais.

フランドルの小麦やイギリスの綿花を運ぶ船である私は

乗組員どものことにはまったく無頓着だった

船曳きがいなくなるのと同時にあの喧騒も収まってしまい

大河は私の望むがままに流れを下りゆかせた

③ Danslesclapotementsfurieuxdesmar6es

Moil'autrehiverplussourdquelescerveauxd'enfants,

Jecourus!EtlesP6ninsulesd6marr6es

N'ontpassubitohu-bohusplustriompharltS

たけり狂う潮騒のなかを ついこの前の冬のこと

子供の脳髄よりも聞き分けのない私は

疾走した 積をとかれた半島といえども

これほど勝ち誇った大混乱に身を委ねはしなかった

④ Latempeteab6nimes6veilsmaritimes.

Pluslegerqu'umbouchonj'aidans6surles凸ots

Qu'onappellerouleurs6ternelsdevictimes,

Dixnuits,sansregretterl'αilniaisdesfalots!

嵐が海上での私の目覚めを祝福した

コルク栓より軽々と波の上で私は踊った

生費を永遠に転がし続ける者と呼ばれるその波の上で

十夜にわたって 角燈のまぬけ眼を懐かしむ暇さえもなく

@ Plusdoucequ'auxenfantslachairdespommessures,

L'eauvertepen6tramacoquedesapln

Etdestachesdevinsbleusetdesvomissures

Melava,dispersantgouvernailetgrappm.

子供らが寄る酸っぱい林檎よりはまだ甘い

海の蒼い水は 縦材の私の船体にしみとおって
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安物の赤葡萄酒と反吐のしみを洗い流し

舵と錨までもぎ取ってどこかへやってしまった

⑥ Etdとslors,jemesuisbaign6damslePoとme

DelaMer,infused'astres,etlactescent,

D6vorantlesazursverts,Iod,丘ottaisonbleme

Etravie,unnoy6pensifparfoisdescend,･

そしてその時から 私は身を浸したのだ 星の光を浴び

乳色に輝いて 蒼空を貧り喰っている ｢海の詩｣のなかに

そこでは時折 色蒼ざめて快惚とした浮遊物

物思わしげな水死人が 下ってゆくのだった

⑦ OB,teignanttoutacouplesbleuit6S,d6lires

Etrhythmeslentssouslesrutilementsdujour,

Plusfortesquel'alcool,Plusvastesquemoslyres

Femententlesrousseursam&esdel'amour!

またそこでは 太陽の金紅石の輝きのもとで錯乱L

かつゆるやかに身を揺する 蒼海原をいきなり染めあげて

アルコールよりなお強く また私たちの竪琴の音よりなお広大に

愛慾の苦い赤茶色の輝きが 醸酵するのだった

⑧ Jesaislescieuxcrevanten6clairs,etlestrombes

Etlesressacsetlescourants:)esaisJesoir,

L'aubeexalt6eainslqu'unpeupledecolombes,

Etj'aivuquelquefoiscequel'hom eacmvoir!

私は知っている 稲妻に切り裂かれる空 そして龍巻

砕け散る波と潮の流れを 私は知っている 夕暮れを

一群の鳩のように高揚して舞い上がる暁を

そして私は時折 まさかと思われるようなことをこの眼で見た

⑨ J'ai vulesoleilhas,tach6d'horreursmystiques,

Illuminantdelongsfigementsviolets,

Pare止Sえdesacteursdedramestr主S-antiques
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Les允otsroulantauloinleurs丘issonsdevolets!

私は見た 神秘の恐怖にしみをつけられた低い太陽が

古代の芝居を演ずる役者たちのような

董いろの長い凝固の連なりを照らしているのを

そしてまた 大波がはるか遠くで鎧戸の戦きを転がしているのを

⑩ J'airev61anuitverteauxneiges6blouies

Baisermontantauxyeuxdesmersaveclenteurs,

Lacirculationdessとvesinou'ies,

Etl'6Veujauneetbleudesphosphoreschanteurs!

私は夢に見た 旺惑された雪が舞う緑の夜

すなわちゆるやかに海の瞳へと湧き上がる接吻を

驚くべき精気の循環を

そして歌う燐光が黄と青に目覚めるのを

@ J'aisuivi,desmoispleinS,pareineauxvacheries

Hyst6riques,lahouleal'assautdesr6cifs,

SanssongerquelespiedslumineuxdesMaries

PussentforcerlemufleauxOc由nspoussifs!

私は従った 何箇月もの間 ヒステリーの牛の群さながらに

暗礁へと襲いかかる大波の後を追って

その時は 三人のマリアさまのまばゆい素足が

荒波に職ぐ大洋の鼻面を押さえつけることができるとは思いもしなかった

⑫ J'aiheurt6,savez-vous,d'incroyablesFlorides
ヽ

Melantauxneursdesyeuxdepantheresapeaux
D'homm es!Desarcs-en-cieltenduscommedesbrides

Sousl'horizondesmers,adeglauquestroupeaux!

私は衝突した 本当に まさかと思ったフロリダ

人間の膚をした豹の眼に花々がまぜ合わされるあの国に

そしてまた 水平線の下に隠れる海緑色の野獣の群に

手綱のように張り渡された虹にさえ衝突した
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⑬ J'aivufermenterlesmaraiS6normes,masses

OdpourritdanslesjoncstoutunL6viathan!

Des6croulementsd'eauxaumilieudesbonaces

Etleslointainsverslesgouffrescataractant!

私は見た 巨大な沼が魚築となって醸酵し

蘭草のなかに怪獣レヴイアタンがまるごと腐欄しているのを

べた凪のただなかで海水が崩れ落ちるのを

そしてはるかな遠景が滝となって深淵へと雪崩れてゆくのを

@ Glaciers,soleilsd'argent,flOtsnacreux,cieuxdebraises!

Echouagehideuxaufonddesgolfesbruns

Odlesserpentsgeahtsd6vor6sdespunaises

Choient,desarbrestordus,avecdenoirspa血ms!

氷河 銀の太陽 真珠の波 煙火の空よ

褐色の入江の奥に醜くも座礁したいくつかの船よ

そこでは南京虫に貧り喰われた大蛇が

猛烈な臭いを放ってねじくれた木からずり落ちてくる

@ J'auraisvoulumontrerauxenfantscesdorades

Duflotbleu,cespoISSOnSd'or,cespoISSOnSChantants.

-Desecumesde兄eursontberc6mesd6rades

Etd'ineffablesventsm'Ontaileparinstants.

子供たちに見せてやりたかった 青い波間のこれひだい

金の魚 そしてあの歌うたう魚らを

- 波の花々が私の漂流をやさしく揺すり

えもいわれない追風が時々私に翼をあたえた

⑯ Parfois,martyrlass6despalesetdeszones,

LamerdontlesanglotfaiSaitmomroulisdoux

Montaitversmoisesfleursd'ombreauxventousesJaunes

Etjerestais,ainslqu'uneferrmeagenoux....

時折 海はすす り泣いて私の横揺れを甘美なものにしながら
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

極地や様々な気候の地帯に倦み疲れた殉教者である私に向かって

黄いろい吸玉のついた影の花々をさし出すのだった

そこで私はじっとしていた ひざまづくひとりの女のように--

⑰ Presqueile,ballottantsurmesbordslesquerelles

Etlesfientesd'Oiseauxclabaudeursauxyeuxblonds

EtjevogualS,lorsqu'atraversmeshensfreles

Desnoy6sdescendaientdormir,えreculons!

まるで島だった 私が揺すっている船べ りには

ブロンドの眼をした口うるさい鳥たちが諦いをしたり糞を落したりしていた

そしてなおも航海を続けていると か細 くなって垂れさがった私の程を横切って

水死人らが後ずさりしながら眠りに落ちてゆくのだった

⑱ Ormoi,bateauperdusouslescheveuxdesanses,

Jet6parl'ouragandansl'6thersansoiseau,

MoidontlesMonitorsetlesvoiliersdesHanses

N'auraientpasrepech61acarcasseivred'eau;

ところでこの私は 鳥も住まない天空へハリケーンによって吸い上げられ

入江の髪のなかに迷い込んでしまった船だった

モニター艦やハンザの帆船といえども

水に酔っぱらったこの骸骨のような船体を救いあげることはできなかったろう

⑬ Libre,fumant,mont6debrumesviolettes,

MoiqultrOuaislecielrougeoyantcommeunmur

Quiporte,confitureexquiseauxbonsp0台tes,

Deslichensdesoleiletdesmorvesd'azur,

自由気まま 董色の藷につつまれて 煙を吐きながら

私は壁のように赤く染まった空に風穴をあけていた

空にはお人好 しの詩人にとって甘美なジャムである

太陽の苔と蒼空の鼻汁とがこびりついている

⑳ Quicourais,tach6delunules6】ectriques,

Planchefolle,escort6deshippocampesnoirs,
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QuandlesjuiuetsfaiSaientcroulerえcoupsdetriques

Lescieuxultrama血saux∬dentsentonnoirs;

私はさらに走 りつづけた 三日月模様の電光に染まって

黒い海馬ヒッポカンボスに護衛される狂い船となって

その頃 七月は 燃える漏斗をそなえた群青色の空を

梶棒の乱打でくずおれさせていた

⑪ MoiquitremblaiS,sentantgeindre畠Cinquantelieues

LerutdesBeh6motsetlesMaelstromsepalS

Fileur6terneldesimmobilit6sbleues

Jeregrettel'Europeauxanciensparapets!

私は身ぶるいしていた 五十マイルも離れたところで

発情した怪獣ベヘモットやメールストロームの大渦潮がぶつくさ言うのを感知して

青い不動の海原を永遠に糸を紡いで渡る身のこの私は

古い胸壁に取 り囲まれたヨーロッパを懐かしんでいる

@ J'aivudesarchipelssid6raux!etdeŝdes

Dontlescieuxd61irantssontouvertsauvogueur:

-Est-ceencesnuitssansfondsquetudorsett'exiles,

Milliond'oiseauxd'or,6futureVigueur?一

私は見た 星の群島を そして航海者に

錯乱に陥った空を開示する島々を

- おまえは眠りそして隠れ住むのか あの底の知れない夜のうちに

幾百万の金の鳥たちよ おお 未知の精気よ

⑳ MaiS,vrai,j'aitroppleur6!LesAubessontnavrantes.

Touteluneestatroceettoutsoleilamer:

L'会creamourm'agon鮎detorpeursenlvrantes.

Oquemaquille6clate!0quej'aillealamer!

それにしても 私はあまりに泣きすぎた 暁は胸をえぐり

月はすべて耐えがたく 太陽は例外なく苦い

とげとげしい愛に酔い痴れてもう身動きもままならない
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おお 私の龍骨よ砕け散れ いっそ海中に沈んでしまいたいのだ

⑭ Sijedesireuneeaud'Europe,C'estlaflache

Noireetかoideobverslecrepusculeembaum6
′

Unenfantaccroupipleindetristesses,lache

Unbateauh･elecorrmeunpapinondemai.

私が渇望するヨーロッパの水があるとするならば

それは黒々とした冷たい森の水たまりだ そこではかぐわしい匂いのする夕暮れに

悲しみに胸をあふれさせてうずくまるひとりの少年が

五月の蝶さながらのたおやかな小舟をそっと放ちやるのだ

⑳ Jenepuisplus,baign6devoslangueurs,6lanes,

Enleverleursillageauxporteursdecotons,

Nitraverserl'orgueildesdrapeauxetdes8ammes,

Ninagersouslesyeuxhorriblesdespontons.

おお 波よ おまえの倦怠に浴みしてしまった私には

綿花を運ぶ船につき従って進むことも

艦船の軍旗や吹流しの騒博を横ざることも

そしてまた廃船の恐ろしい監視の下で航行をつづけることも もはや不可能なのだ

2 上田敏の試み

冒頭で日本におけるフランス詩百年という大雑把な物言いをしたが,その起点は必ずしも明

確ではない｡例えば矢田部良書の手になる英語からの重訳 ｢シヤール, ドレアン氏,春の詩｣

を収める 『新体詩抄』の刊行年,1882(明治15)年とするのには,やはり多少の無理が伴うだ

ろう｡フランス詩が不十分ながらも一応系統的に原語から直接日本語に翻訳されるようになっ

た記念すべき年といえば,いうまでもなく上田敏が 『海潮音』を上梓した,1905(明治38)午

だからである｡ そこにいたるまでの十余年の胎動期をも含めて百年というのが,妥当な計算で

はないだろうか｡

上田敏は 『海潮音』に,例えばボードレールの 『悪の花』から5篤を訳出して収めている｡

そのうち ｢薄暮の曲｣と ｢臭｣の2篇は初出不明であり,あるいは未発表の訳稿を直接収めた

ものかと思われるが,残りの ｢信天翁｣｢破鐘｣ ｢人と海｣の3篤は,『明星』の明治38年7月

号から9月号にかけて発表されたものである｡この訳詩集には29詩人の57篇が収められており,
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ボードレールの5篇はエミール ･ヴェラ-レンの6篇,ロバート･ブラウニングの5篇となら

んで最も多い ｡ フランス近代詩にかぎっていえば,ルコント･ド･リール,ジョゼ-マリア ･

ド･エレディア,ポール ･ヴェルレ-ヌ,アンリ･ド･レニエの各3篇,それにヴイクトル ･

ユゴーのわずか1篇にくらべて,格別の扱いであることがわかるだろう｡

さて上田敏による西欧近代詩の翻訳ぶりであるが,ひとことでいってそれは日本と中国の古

典詩歌によって培われた繊細な言語感覚と,ヨーロッパ近代の新しい詩風 ･趣味 ･感覚との,

ほとんど希有ともいうべき出会いと調和の上に成り立っている｡ この点については彼自身が,

｢海潮音序｣の末尾で以下のように翻訳の心得を語って説明している｡

講述の法に就ては言筆者自ら語るを好まず｡只諾詩の覚悟に関して,ロセッティが伊大利

古詩翻言軍の序に述べたると同一の兄を持したりと告白す｡異邦の詩文の美を移植せむとす

る者は,既に成語に富みたる自国詩文の技巧の為め,清新の趣味を犠牲にする事あるべか

らず｡而も彼所謂逐語講は必らずLも忠賓講にあらず｡されば ｢東行西行雲抄々｡ 二月三

月日遅々｣を ｢とざまにゆき,かうざまに,くもはるばる｡ きさらぎ,やよひ,ひうらう

ら｣と訓み給ひけむ神託もさることながら,大江朝綱が二修の家に物張の尼が ｢月によっ

て長安百尺の榎に上る｣と詠じたる例に従ひたる所多し7)｡

いささか街学的な響きのある翻訳論であるが,要するに日本語の修辞や技巧に溺れて原文の

美を損なうことなく,しかも窮屈な逐語訳からものがれて可能なかぎり自在に原詩文の心を移

すことに専念した,というのである｡ 神託云々はある人の夢枕に現れた天神 (菅原遺星)が自

らの漢詩2行の読み方を教えたという故事に,また物張の尼云々は月見の宴で人々が白楽天の

一句を ｢月ハ長安ノ百尺ノ模二上レリ｣と朗詠したのを,故大江朝綱に仕えていた下女が上記

のように訂正したという話によっている｡ ともに 『今昔物語』がその出典である｡

実際に例えばボードレールの韻文詩5篇の訳を見れば,なるほどこの翻訳の覚悟は見事にそ

の所定の目標を達成しているといっていいだろう｡ とりわけ日本語の詩として朗詞に耐え得る

絶妙な音楽性と,そして詩語の成熟と気品はまさに比類がなく,翻訳詩とは思われないほどで

ある｡ しかし問題はそれほど単純ではない ｡ この過度のこなれぐあいと自家薬寵中ぶりが,は

たしてボードレールのテクストにどこまで忠実であり得たかとなると,話は微妙に異なってく
くれがた きよく

る｡ ｢薄暮の 曲｣(Hamoniedusoir)の第一連を例にとって考えてみよう｡

Voicivenirlestempso血bibrantsusatige
I

Chaquefleurs'6vaporeainslquunenCenSOir;

Lessonsetlespa血mstoumentdamsl'airdusoi一;
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valsem6lancoliqueetlangoureuxvertlge!8)

とき いま みづ え はな ふる

時こそ今は水根さす,こぬれに花の顛ふころ｡
はな くん おひかぜ ふ だん かう ろ に

花は薫じて追風に,不断の香の櫨に似たり｡
にはひ あと ゆふぞら

旬 も音も夕空に,とうとうたらり,とうたらり,
まひ あは つか う くるめき

ワルツの舞の哀れきよ,疲れ倦みたる旺畢よ,

この訳詩の真価は,視覚と聴覚の双方による鑑賞,つまり黙読と朗詞のいずれにも耐え得る

というところにあるだろう｡ ルビを活用することによって漢語 ･字音語と和語との間の調和を

はかり,あるいは文字の意味と音と形態との間に交響を生み,流れるような七五のリズムにの

せた半語音と畳音の効果によって,物憂くも華麗な音楽を作り出している｡ 天神の神託や物張

の尼の教えが十分にいかされていると思われる所以である｡

けれども問題は,以上のような長所が逆にいくつかの不都合を生む原因にもなっていること

である｡ 例えば ｢水枝さす｣は ｢みずみずしい若枝のさし出た｣を意味する美しい和語である

が,これに相当することばは原詩にはなく,上田敏の補った埋め草ないし装飾のことばである｡

これによって装飾される ｢こぬれ｣は,いうまでもなく樹木の梢を意味するから,この訳詩の

読者は潅木ないし喬木に咲く花をただちに思い浮かべるだろう｡ しかしこのところ原詩では,

tigeすなわち花の茎が指示されているのみであって,その花を支える草木の形状には一切ふれ

ていないのであるから,当然この花は百合や金蓋花のような可憐なものからリラやマロニエの

ような花木にいたるまでを自由に連想することを許すのであり,いわば花の精のようなものと

して私たちの前に立ち現れるのである｡ 従ってこの装飾過多はうっかりすると誤訳にも通じか

ねないだろう｡

これと同じことは,例えば2行目のChaqueneurs'6vaporeainsiqu'unencensoir;についても

指摘し得るだろう｡ 直訳に近い形なら ｢花々はつり香炉のように煙り立つ｣とでもなるべきと

ころを,｢花は薫じて追風に,不断の香の櫨に似たり｣としているのである｡ 語調を整えるた

めに原文には相当句が見当たらない ｢追風｣を補った点はともかくとしても,カトリックの祭

儀で用いるencensoir(つり香炉)を上田敏のように敷桁して訳すと,宗教的な荘厳の気配が

すっぽりと抜け落ちてしまうことは,やはり見過ごすことができない｡なぜならこの気配は,

第2連,第3連に繰 り返されるreposoir(仮祭壇)や最終連末尾に現れるostensoir(聖体顕示

育 )とあいまって,この詩の主調をなしているといっても過言ではないからである｡ これら三

つの宗教用語は,いずれも末尾に-soir(夕べ)という語柔と音とを含んでおり,しかも十全に

脚韻を踏んでいるのである｡

特に功罪とりまぜて上田敏の面目躍如たるところは,直訳なら ｢音と香 りは夕べの空を巡
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る｣となるべきはずの一句 Lessonsetlesparfumstoumentdansl'airdusoir;を,｢旬も音も夕

空に,とうとうたらり,とうたらり｣と訳しているところである｡ ｢巡る｣ないし ｢まわる｣

の意味を持つ動詞を,能の ｢翁｣の冒頭や江戸長唄 ｢三番斐｣などに見える語義未詳のことば

で置き換えている訳であるが,ここにもリズムや口調など音楽性を重視する上田敏の姿勢が

はっきりと現れている｡ いわばこれはほとんどボードレールによる ｢変奏｣であって,すでに

｢翻訳｣の域を多分に逸脱しているといわなければならないだろう｡

ついでにいっておけば,上記のような翻訳ぶりと作品の選択からうかがわれる上田敏のボー

ドレール理解は,近代人の感覚の肥大を憂愁と倦怠のフィルターを通して一種の霊妙な音楽と

して実現 した詩人,ということになるだろう｡ 『海潮音』には,エミール ･ヴェラ-レンと

ヴイクトル ･ユゴーがボードレールに寄せた短い評言とならべて,訳者自身による数行の詩人

紹介が付せられているが,そのなかで実に6度にわたって繰り返される ｢悲哀｣ということば

は,この意味で重要である｡ いわく,｢ボドレエルは悲哀に誇れり,(中略)悲哀を愛するの甚

だしきは,いづれの先人をも凌ぎ,常に悲哀の詩趣を讃して,彼は自ら ｢悲哀の煉金道士｣と

鍍せり｣｡上田敏がここで ｢悲哀｣と訳している原語はdouleurであって,このことばは普通,

｢(肉体的ないし精神的)苦痛｣を意味する｡ おそらく 『悪の花』の 1篇 ｢苦悩の錬金術｣

(Akhi血edeladouleur)を意識した評言であろうが,これを ｢悲哀｣と訳してしまったのでは,

ボードレールの苦痛淫楽症やイロニーの感覚は抜け落ちてしまい,下手をすると口あたりのい

い感傷としてのみ受け取られる危険がある｡

さて上田敏による 『醇ひどれ船』の訳稿をもとにして,以下にこれらの問題をもう少し具体

的に考えてみたい｡1981(昭和56)年に教育出版センターから刊行された定本上田敏全集第10

巻には,旧改造社版全集に拠って,A稿,B稿,C稿,D稿の4種の未定稿が収録されており,

仝25連のうち第15連のみはいずれの訳稿にも欠如している｡ この4種の未定稿のそれぞれの進

捗状態をわかりやすく表すと,次ページの図のようになるだろう｡ ○印は草稿にあるもの,×

印はないもの,そして△印はC稿第1葉の裏面に記された異文を,それぞれ意味する｡

これら未定稿の制作の時期,状況などについて知られていることは,残念ながら非常に少な

い｡定本上田敏全集第10巻の島田謹二の解説には,次のように記されているのみである｡

｢--アルチュウル･ランボーの 『酔ひどれ船』は,A稿,B稿,C稿,D稿と各種のものが

残っている｡ 旧版全集の編者は1910年頃の作品と推測する｡ 『乳とるひと』がこの年5月の

『女子文壇』に出ているのだから,大体その前後の手稿だろうと判断される｡ この少年詩人ラ

ンボーは,独自の無類の心情,精神,感覚の体験を直下に投げ出そうとして,無感覚の中に高

く高く飛期して,一挙に前人未発の制作を作り上げてしまった｡そんなエタイのわからぬ世界

を,知的論理を軽視して,ちゃんとした定形詩の中にムリに盛ろうとした悪魔的努力のあとが,

いたいたしい｡上田がこの詩人を手がけたことは,のちのクローデルの試作を心証するキッカ
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A稿 B稿 C稿

D稿① ○ ○ ○ △ ○

② ○ ○ ○

○③ ○

× ○ ○@ ○ × ○

(⊃⑤ ○ × ○ (⊃

⑥ ○ × ○

○⑦ ○ × × ○

⑧ ○ × ×

○⑨ ○ × × ○

⑩ ○ × ×

○⑪ ○ × × ○

⑫ ○ × ×

○⑬ ○ × × ○

⑪ ○ × ×

○⑬ ×

× × ×⑯ ○ × ×

○⑰ ○

× × ○⑱ ○ × × ○⑬ ○ × × ○⑳

○ × × ×⑳ (⊃ × × ×㊨ ○ × × ×㊨ ○

× × ×㊨ ○ × × ×⑳ ○ × × ×ケに

なった点で注目したい｡試訳の出来ばえのはかばかしくないのは,同情にたえない｣｡上田

敏がLeBateauivreの翻訳に難渋したであろうことは,残されたこれら4種の未定稿からもつぶさに見

てとることができる｡ その理由はおそらく,原テクストに内在するものと,上田敏自身の翻訳

の姿勢にかかわるものとの,双方に求められなければならないだろう｡ つまり12音綴詩句 (aJexandrins)4行の詩節を連ねながらも,その定型の枠を打ち壊すよ
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観点に立つならば,上田敏による ｢酔ひどれ船｣未定稿は,｢同情｣をひくというよりは,む

しろきわめて興味深いのである｡ そこで以下,各詩節ごとにこれら4種の未定稿と玄文社版の

テクス ト (各々をA,B,C,D,玄と略す)を,比較対照させてみることにする｡なお,定本

全集に従って草稿への書き込みはそのまま併記するが,脱字の補いや仮名遣いの訂正,あるい

は読みの注記等は省略する｡

①A われ非情の大河を下りゆくほどに

曳舟の綱手のさそひいつか無し｡

城き罵る赤人等,水夫を裸に的にして

色鮮やかにゑどりたる代に結ひつけ射止めたり｡

B 非情の大河冷然と流る 上ゝを下り行けば

今まで張りし曳舟の水夫の綱手もいつか絶ゆ｡

城き罵る赤人の件となりて裸身を

ゑどれる代に釘うたれ,的射にされて滅びけむ｡

C 鵜 の ｢大河｣冷然と流る､上を開ば
いまありし かこ たゆ

曳船の綱手もいつか導かずなりぬ｡

城き罵る赤人等最影着駅 竿 裸にし
ゑど写 し式だ櫨符ぞヲ寸Szhを的に射殺したり｡

C′非情の大河冷然と流る 上ゝをおりゆけが)

いま でゝありし曳舟のかこの綱手もいつかたゆ,

わめきのゝしる赤人の倖となりて身をはがれ

ゑとれる代にかけられてまといにこそはほろぴてむ

D われ大河の冷然として流る､上を下るとき,

曳舟の水夫いつかかげをかくしぬるを感じぬ,

のゝしりさはぐ肌あかの蟹民に的となりて

数々の色をぬりたる柱の上にいとめられしか,

玄 われ非情の大河を下り行くほどに

曳舟の綱手のさそひいつか無し｡
わめ

城き罵る赤人等,水夫を裸に的にして
くひ

色鮮やかにゑどりたる代に結ひつけ射止めたり｡
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

②A われいかでか るゝ船員に心残あらむ,

ゆけ,フラマンの小賓船,イギリスの綿船よ｡

かの乗組の去りLより騒擾はたと止みければ

大河われを思ひま､に行かしむ｡

B さもあらばあれ,われいかで,この船員に心残あらむ

ゆけフラマンのむぎイギリスのわた

こののりくみのさりLより,直覚はたとやみたれば,

C われいかでか､る船員に心残あらむ,

弗羅鼻の賓ふね英吉利の綿を運ぶものをや｡捷はた やみたれば
泉笑電去ろLTl,りさきの騒ぎの治まりし時より,
｢大河｣われをして思ひのま､に行かしむ｡

D われいかでか るゝのりくみのものに心のこりせんや

ゆけ,フラマンの番はこぶもの,ゆけイギスのわた運ぶもの

か るゝやからがいにLより直覚はたとやみて

大河このときよりわれをしておもふがま のゝ行をゆかしむ

玄 われいかでかかる船員に心残あらむ,

ゆけ,フラマンの小賓船,イギリスの綿船よ,

かの乗組の去りLより騒擾はたと止みければ,

大河はわれを思ひのままに下り行かしむ｡

③A 荒潮の嘩りとよめく波にゆられて

冬さながらの吾心,幼晃の脳よりなは鈍く,

水のまにまに漂へば,陸を離れし半島も

か､る劇しき混沌に擾れしことや無かりけむ｡

C 荒潮のたけりとよめく波にゆられて,

冬の如くなるわれはをさな晃の頭より基 遠無く

ただ流れゆくに,陸を離れし半島も,

か るゝ劇しき混沌に操れしことや無かりけむ｡

D 潮孟宗冠 蕪接 慧さんぶさんぶのなかに

ゎれは冬の如くつめたく,私見の脳の如く耳聾にして

- 17-



人 文 学 報

ながれゆけり,半島もつなをとき,た､かふが如し

かの如きかちほこるこんとんをかんじたることなからむ

たけ
玄 荒潮の嘩りどよめく波にゆられて

冬さながらの吾心,幼晃の脳よりなは鈍く,
たヾよ

水のまにまに沫へば,陸を離れし半島も

かかる劇しき混沌に操れしことや無かりけむ｡

④A 願風はこ､にわが漂浪の日酸に祝別す,

身はコルクの栓よりも軽く波に跳りて,

永久にその牡を轄ばすといふ海の上に
いくよ

うきねの十日,燈毒の空けたる眼は顧みず｡

C 髄風はわが漂浪の目醒に祝別したり｡

身はコルクの栓よりも軽く波に跳 りて,

その牡を永久に轄ばすといふ海の上に

漂ふこと十日,舷燈の痴れたる眼には放れて｡

D 暴風は漂浪の覚醒を祝福す,

われはキルクよりもかろくなりて波の上にぶとうす,

とこしへにいけにえを挿すといふ波の上に,

十日十夜,ともしぴのおろかなるめを,みたしともおもはずに,

玄 願風はここにわが漂浪の目醒に祝別す,

身はコルクの栓よりも軽く波に跳りて,
にへ

永久にその牡 を持ばすといふ海の上に
うつ

うきねの十日,燈墓の空けたる眼は顧みず｡

⑤A 酸き林檎の果を小鬼等の吸ふよりも柔かく
さみどりの

青き水 はわが松板の船にしみとはりて

青みたる葡萄酒のしみを,吐潟物のいろいろを

わが身より洗ひ,舵もうせぬ,いかりもうせぬ｡

C をさな晃の好 く林檎の酸き果よりも,

柔らかく青海はわが松板の船に浸み透りて,

青みし葡萄酒のしみやいろいろの吐鳴物を
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

わが身より洗ひて,舵もうせぬ,錨もうせぬ｡

D 子どもの好むすき林檎の果よりも味よきは

緑の水なり,其水はわが樵の木の貝舟にしみとほり

さけのしみ,吐海物のしみは

身にか ゝりぬ,其時かぢもうせぬ,いかりもとけぬ,

玄 酸き林檎の果を小鬼等の吸ふよりも柔かく

さみどりの水はわが松板の船に浸み透りて,

青みたる葡萄酒のしみを,吐潟物のいろいろを

わが身より洗ひ,舵もうせぬ,錨もうせぬ｡

星をちりばめ

⑥A これよりぞわれはわたつみ,乳色にひたる

おはわたつみのうたに浴しつ ,ゝ

緑のそらいろを貧りゆけば,其みづきは蒼ぐもる

物思はしげなる水死者の,愁然として沈み行く｡

これよりぞ

C かくてわれは星を鍾ばめて乳色にひたる

おはわたつみの ｢歌｣のなに浴しつ ,ゝ
みづきは

緑と青とを余りゆけば,其吃水も蒼ぐもる

物思はしげなる水死者の愁然として沈み行く,

D これよりして,わがうかびただよふものは

星の光をあぴたるひかりかがやく海の詩なり
そらには

海はおをそらをむさぼりくらふ,時として吃水くもり

うつくしく,ぢつと考ふる溺死者もただよふ

玄 これよりぞわれは星をちりばめ乳色にひたる

おはわたつみのうたに浴しつつ,
むさば みづきは

緑のそらいろを貧 りゆけば,其吃水蒼ぐもる

物思はしげなる水死者の,愁然として下り行く｡

⑦A また忽然として青海の色をかき乱し,

日のきらめきの其下に物狂はしくはたゆるく,

つよさ酒精にいやまきり,大き琴に歌ひえぬ,

愛執のいと若き朱みぞわきいづる｡
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D 又は忽然として,蒼海の色をくもらして

日のあかあかとしたる下に,うれしげに,拍子しづかに,

アルコオルよりもつよく,汝等の琴よりもさかんに,

愛のにがき赤味ははってうすなり,

玄 また忽然として青海の色をかき乱し,

日のきらめきの其下に,物狂はしくはたゆるく,

つよき酒精にいやまきり,大きさ琴に歌ひえぬ
あか

愛執のいと若き朱みぞわきいづる｡

⑧A われは知る爵産に砕くる天を,龍巻を,

寄波を,潮ざゐを｡また夕ぐれを知るなり｡

自鳩のむれ立つ如き曙の色も知るなり｡

人のえ知らぬ不恩義をも偶には見たり｡

D われを知る,いなづまにはる 天ゝも,たつまきも

激流も潮流も,又知るわれは,夕ぐれのそら

はたうちこはるはとの群なすあけぼの そゝらを

即ち人の見たりと信ぜt ものをわれは賓に見たり

玄 われは知る,弄産に砕くる天を,龍巻を,
よせなみ

寄波を,潮ざゐを｡また夕ぐれを知るなり｡

自鳩のむれ立つ如き曙の色も知るなり｡
たま

人のえ知らぬ不思議をも偶には見たり｡

⑨A 神秘のおそれみにくもる入日のかげ,

紫色の凝結にたなびきて,かがやふも見たり｡

古代の劇の俳優らが並に進む姿なる

波のうねりの一列は衣のひだをふるふ
がをちにひれふるかしこきよ｡

D わが見きひくきそら,神秘の恐にくもるを

紫の長く曳 く光のちぢにてらされたり

宛も古の劇に出るわざおぎの姿にして

波ははるかに其まどかけのせんとうを曳く10),

玄 神秘のおそれにくもる入日のかげ,
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

紫色の凝結にたなびきてかがよふも見たり｡
わぎをき

古代の劇の俳優が並んで進む姿なる

波のうねりの一列がをちにひれふるかしこきよ｡

⑩A 夜天のいろ痩みどりは,ましろの雪にまばゆくて

静に流れめにのぼる,くちつけをさへゆめみたり｡

よにためしなき壷液は天地にめぐりただよひて

歌ふが如き不知火の青に黄いろにめざむるを｡

velle

D われゆめみLは,まばゆきゆきの青きそら

わたつみの眼の上におもむろにくちつけす,

きゝもしらぬしるの循環,

うたの如きりん光の黄色に青にひかる6veil

玄 夜天のいろの痩みどりはましろの雪のまばゆくて

静かに流れ,眼にのぼるくちづけをさ-ゆめみたり｡

世にためしなき壷液は天地にめぐりただよひて

歌ふが如き不知火の青に黄いろにめざむるを｡

⑪A 幾月もいくつきもヒステリの牛小舎ににたる,

怒涛が暗礁に突撃するを見たり,

おろかや波はマリヤのまばゆきみあしの

いきだはしき大洋の口を萩すうるとしらずや,

D われいく月もいく月もヒステリの屠牛場ににたる
とつかん

暗礁を攻撃 する大波にしたふ

波はしらずマリヤの光明の足が,

いきたはしき大洋の口を萩するを知らず

玄 幾月もいくつきもヒステリの牛小舎に似たる

怒涛が暗礁に突撃するを見たり,

おろかや波はマリヤのまばゆきみあしの
かん

いきだはしき大洋の口を持し得ると知らずや｡

⑫A 君見ずや,世にふしぎなるフロリダ州

花には豹の眼のひかり人のはだには
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わの如きにじあざやかに染みたるを,

また水天の間には濃緑色の魚のむれ,

D 君しるやわれは,ふかしぎのフロリダにゆき

まじはりLは豹のめににたる花,

わの如くまがる虹をゑがきたる人の皮

また海の水平の下にはglauquesのむれにまじる,

玄 君見ずや,世にふしぎなるフロリダ州,

花には豹の眼のひかり,人のはだには

手綱のごとく張りつめし虹あざやかに染みたるを,

また水天の間には海緑色のもののむれ｡

⑬A 海上の沸き勝ちのぼる底みれば,ひろきわなあり,

海草のあしにからみて,腐欄するレビヤタン,
な ぎ

無風のもなかに大水はながれそ ゝぎて,

をちかたの海はふちせにたきとなる｡

D われは見き沼淳のわきたつを,沼は大なるわななり,

そこのあしの間に一頭のレビヤタンはらんゑす,

無風のもなに,大水ながれて

沖のしほざゐは,底しらぬふちにたぎちおっ

わTJ:
玄 海上の沸きたちかへる底みればひろき穿あり,

海草の足にからみて腐欄するレギヤタン,
[J.t ぎ

無風のもなかに大水はながれそそぎて,

をちかたの海はふち瀬に瀧となる｡

⑭A 氷河,銀色の太陽,真珠の波,炭火のそら,

麓 も謁 Ld;b";拐 そこなるbb諸 =i しき破船等 とよ

そこには虫にくほれてただれたるうはばみのたり

黒き香に,よぢくねれたる木の枝よりころがり落つ,

D 氷河あり,銀色の日輪あり,真珠の波,やけたる炭の天あり

褐いろの麿の底に恐しき難船あるを見るに

うはばみは虫にくはれて,
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

まがり立

黒きにはひを放ってくねる木をたほしぬ,

玄 氷河,銀色の太陽,鼻珠の波,炭火の空,

鳶色の入江の底にものすごき破船のあとよ,

そこには轟にくはれたるうはばみのあり,

黒さ香に,よぢくねりたる木の枝よりころがり落つ｡

⑮玄 をさなごに見せまほし,青波にうかびゐる
そう こ がね いろ

鯛の族,黄金の魚くづ,歌へるいさな｡

花と散る波のしぶきは漂流を祝ひ,

えも言へぬ風,時々に,われをあふれり｡

⑯A 時としては地極と地帯のたびにあきぬる殉教者,

吐息をついてわが漂浪を柴しくしなが ら,

海は予に黄色の吸枝あるかげの花をうかぶ,

共時われは膝つくをんなの如くなり,

D 時として南極や帯圏につかれて

波はためいきをつきしづかにわれをゆすれど

またきいろの吸盤をもてる影の花をわれとうかぶ

かくてわれはひざまづく女の如く,

玄 時としては地極と地帯の旅にあきたる殉教者,

吐息をついてわが漂浪を楽しくしながら,

海は,われに黄色の吸盤をもてる影の花をうかぶ,

その時われは脆く女のごとくなり｡

⑰A 半島のわが甲板になげにしものは

あまいろの眼をしたる怪鳥の争,怪鳥のふん

かくて,波のまにまにうきゆく時,ほそきくさりをよこざまに

多くの水死人はのけざまにねぶりてをりゆく,

D また舟の甲板の上に明色のけたゝましきとりの事と

ふんとをtossする半島の如し11)

而してわれはただよひ浮びゆくときわがはそきつなをよこぎりて

水死のしかい背進してねむりつ､下るを見る
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ふなペり

玄 半島のわが 舷 の上に投げ落すものは,

亜麻いろの眼をしたる怪鳥の争,怪鳥の糞,

かくて波のまにまに浮き行く時,わが細網をよこぎりて,

水死の人はのけざまに眠にくだる--･

⑱A 入江の底のたけなが髪にみち迷ふわれは小舟ぞ,

あらし願風によって,とりもゐぬ空に投げられ,
モニトル
甲銭艦もハンザのほぶねも

水にゑひたるわがむくろ,いかでひろはむ,

曲浦

D かくてわれ,入江の髪の下に迷ひ

とりもかよはぬ天にあらしに投げられたり,

かくて低舷甲銭艦も,ハンザの帆前船も

水にゑひたるわが舟のむくろをさらさらひろひもせず

たけなががみ

玄 入江の底の丈長髪に道迷ふわれは小舟ぞ,

あらし願風によって鳥もゐぬ空に投げられ,
モニトル
甲銭艦もハンザの帆船も

水に酵ひたるわがむくろ,いかでひろはむ｡

⑩A 思ひのまゝにけむふきて,むらさきいろのけむたて ,ゝ

天をもとはすわが舟よ,そらは壁の如く赤し,

詩人先生にはあっらひのかざりの

太陽のこけあり,青海のはなあり,

自由にして

D 心のま にゝうかびて,けむりを吐き,紫のもやに被はれたる
を貫ぬく

われはあかきそらの壁は
形容

げに詩人のいみじとおもふ節句とすべし

太陽のこけあり,azurのsl血eありて12),

玄 思ひのままに,煙ふきて,むらさき色の霧立てて,

天をもとはすわが舟よ,空の赤きは壁のごと,

詩人先生にはあっらへの名句とも
こけ はな

太陽の辞苔あり,青海の鼻沸あり｡

⑳A エレキの光る星をあぴ,黒き怪馬のこ-いにて,
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韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

くるひただよふわが船よ,それ六月は杖ふりて,

るり紺青の天をうつ,あからなるあなをあける,

玄 エレキの光る星をあぴ,黒き海馬の護衛にて,

くるひただよふ板小舟,それ七月は

杖ふりて燃ゆる漏斗のかたちせる

瑠璃いろの天をこぼつころ｡

⑪A われはせんりつす,五十海里のあなた,けた ､し

ベヘモツと鳴門のうづのさかりをきく,

鳴呼青き不動の永久のfi1eur

昔ながら壁にゐるえうろばこそかなしけれ,

玄 五十里のあなた,うめき泣く
さ かり ふる

河馬と鳴門の渦の費情をききで陳-たるわれ,

鳴呼,青さ不動を永久に紡ぐもの,

昔ながらの壁にゐる欧羅巴こそかなしけれ｡

⑫A 星てる群島,しまじま其くるはしく美しきそらは

たびいく人にひらけたり,
そもそも
このあたら夜の間にありて,爾はねむり,遠くか,

紫磨金鳥の幾百寓,あ 富ゝ来のせいりきよ,

玄 星てる群島,島々,その狂ほしく美はしき

空はただよふもののためにひらかる,
あたらよ

そもこの良夜の間に爾はねむり,遠のくか｡
せいりき

紫磨金鳥の幾百寓,ああ富来の勢力よ｡

⑳A Lかはれども,われはあまりに突きたり,あけぼのはなやまし,

月かげはすべて,いとはし,日はすべてにがし,

切なる轡に身はふくれ,ゑいしれし悲嘆よ,

千々にくだけよ,いさ､舟,われは海に死なむ,

玄 しかはあれども,われはあまりに突きたり｡ あけぼのはなやまし,

月かげはすべていとはし,日はすべてにがし,

切なる鰭に醇ひしれてわれは泣くなり,
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龍骨よ,千々に砕けよ,われは海に死なむ｡

⑭A もしわれえうろばの水を望わたらば,そは冷く黒きくはなり,

色こめたる夕まぐれ,うれへに沈むをさな晃が

はらつくはびて,其上に

春のてふにも散る程のさ 舟ゝながす

玄 もしわれ欧羅巴の水を望むとすれば,

そは冷やかに黒き沼なり,かぐはしき夕まぐれ,

うれひに沈むをさな晃が,腹つくばひてその上に

五月の蝶にさながらの笹舟を流す｡

⑳A あ 波ゝよ,-たびなれが倦怠にうかんでは,

綿船の後より其みを奪ひもならず,

はたとほのをの騒博をさまたげもならず,

また両船の恐しき眼の下におよぎもえせじ.

玄 ああ波よ,-たび汝れが倦怠にうかんでは
み を

綿船の水脈ひくあとを奪ひもならず,

旗と炎の騎慢を妨げもならず,
はこぶね

また画船の恐しき眼の下におよぎもえせじ｡

未完成ながら,京都時代の上田敏の翻訳の仕事として逸することの出来ないこの訳稿は,い

かにも難渋の跡をとどめていて,そのためにかえって印象的である｡ 『海潮音』や 『牧羊神』

の名篇にいたる下書きないし草稿を参照することが出来ない以上,上田敏の訳詩の方法や推敵

の仕方を探る上でも,貴重な資料であるだろう｡ いうまでもなくこれらの未定稿を比較対照さ

せることによって見えてくるものは,柳村上田敏のあくことのない律動への執着である｡ 『海

潮音』序の冒頭で,｢高踏派の壮麗髄を課すに昔りて,多く所謂七五調を基としたる詩形を用

ゐ,象徴派の幽椀鰹を釈するに多少の壁格を敢てしたるは,其各の原調に適合せしめむが馬な

り｣と述べた心構えは,ランボーの翻訳に際しても基本的には変わらなかったといっていい｡

これらの未定稿を見るかぎりでは,上田敏はランボーの12音綴詩句 (alexand血S)を,七五調を

基本としながらそこに ｢多少の饗格｣を加えて訳出しようとして,悪戦苦闘しているように思

われるのである｡

第1連の6種のテクストを見比べてみよう｡ 竹友藻風が採用したのは,第15連を除いては一

応最終連まで訳稿が存在するA稿である｡1行目と2行目は,そのリズムが2-8-7および5-7-
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5であるのに対して (｢下りゆく｣は ｢おりゆく｣と読ませるものと理解する),3行目と4行目はい

ずれも7-5-7-5となっている (｢水夫｣は ｢かこ｣と読ませるものと理解する).前半部,殊に1行

目の不規則なリズムが,何ともすわりが悪い｡これに対してB稿はすべての詩行が,7-5-7-5

のリズムで統一されていて,いうまでもなくこれは上田敏が 『海潮音』において12音綴詩句を

移し植えるに際して,最も愛用したリズムである｡ ただしここでは,律動を整えることを優先

したかわりに,1行目において話者を表示する一人称主語が省略された形になっている｡なお

これは,C稿第1葉の裏面に記された異文 (C'稿)の,平仮名をより多用したテクストと,リ

ズムの点では全く同一である｡

これに対 してC稿は, l行目が715-7-4,2行目が5-7-8,3行目が7㌧6-7｣5,4行目が7-

5-616であり,またD稿は,1行目が6-7-7-5,2行目が716-614,3行目が7-5-5-6,そし

て4行目が5-7-7-7である｡ いずれも律動の点では,ややすわりの悪い訳稿になっている｡ C

稿に書き加えられた平仮名を多用した異文は,この破調を繕ってより口当たりのよいリズムと

音調を作りだそうとする試みとも思われる｡

これら6種のテクストを比較した場合,律動の点から見てもっとも完成度の高いものは,い

うまでもなくB稿とC′稿である｡ 特にC′稿のなめらかさには,｢高踏派の壮麗膿｣にこそふ

さわしいものがあり,その反面,波潤万丈の旅と絢欄豪華な視象の開始とを告げる原詩の訳と

しては,ややおさまり過ぎているきらいがある｡ その点,竹友藻風の選択は妥当なものであっ

たといえよう｡ この ｢A稿 ･玄文社版テクスト｣の律動をほとんどそのまま踏襲しているのが,

小林秀雄訳 ｢醗酉丁船｣なのである｡ 比較のために第1連のみを引用してみよう｡

われ,非情の河より河を下りLが,
ふなひき

船曳の綱のいざなひいつか覚えず｡
や つ ら ま と

罵り騒ぐ蛮人は船曳等を標的にと引つ捕-,
いろ くひ はだか
彩色とりどりに立ち並ぶ杭に赤裸に釘付けぬ13)｡

七五調を基本にしつつ適度に変格を加えた律動といい,使用されている語桑や成語といい,

ほとんど上田敏訳の変奏といっていい｡そしてこのことは,煩瑞におよぶので比較対照は省略

するが,第1連にかぎらず訳詩全体に関してもいい得ることなのである｡ 上田敏の創始した文

語体律動詩は,日本における翻訳詩の歴史においてひとつの伝統とさえなったのである｡例え

ばフランス象徴詩の移入に功罪とりまぜて多大な影響力を行使した鈴木信太郎などの訳詩にお

いても,その主軸として強固に生き続けることになるだろう｡

これに対して,上田敏の試みからわずか数年後に,未成熟ながらもまったく異質の試みが,

ひとりの学生の手によってなされた｡上田敏と小林秀雄がめざした方向とは対照的なものを模
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索するその試みは,詩の翻訳の方法に関して重視し得ない問題提起を行っているように思われ

る｡ そこで次章では,今日ではほとんど忘れられてしまっている1篇の訳詩を資料として提示

しながら,この間題を考えてみたい｡

3 柳津健の試み

東京帝国大学仏法科に在学中の柳津健は,1914(大正3)年に三木露風の主宰する季刊詩誌

『未来』の同人となり,2月刊行の同誌創刊号 (第萱輯)に,詩篇 ｢雪景｣およびエッセー ｢ピ

アニスト･バッハマン論｣と共に,LeBateauivreの翻訳 ｢酔ひどれの舟 (ラムボオ)｣ を発表

する｡ 筆者の知るかぎりでは,LeBateauivreの翻訳が活字になった最初である｡訳稿は前年

の12月にすでに出来ていたものと思われる｡なぜなら掲載された訳詩の末尾には (1913

D6cembre)と年月が明記されており,更に巻末の雑纂欄には柳津自身がPele-Meleと題する短

文を書いていて,そのなかに次のような翻訳の経緯を記した箇所が見られるからである｡

△ラムボウの ｢酔ひどれの舟｣を漸く諸了したのは,客臓の大晦日の昔日であった｡外に

は雪がきらきらしてゐた｡(自分は郷国の合津で越年した)汗がにじみ出さうな気拝になって

了った｡近くの郵便局で書留を頼んで締りみちに着いた時は,よろけて了ひそうな気拝が

幾分落ち着きはじめた｡思ひ出すと,その足で,新城君 (新城和一-引用者註)を訪ねてフ

ランスの新らしいルネッサンスの話やベルグソンの話をした｡何時間か過ぎて外へ出たら,

粉雪が煙のやうに旋廻して目も開けられなかった｡

△ ｢酔ひどれの舟｣の原稿が,三木さんの手にはいるや,三木さんから長いお手紙を貰っ

た｡そのなかの一節を抜いて書く｡ 三木さんへは,あとでお詫びをする｡

---｢酔ひどれの舟｣は君が云ったやうにたしかに偉大な作にちがひない｡しかし私が

この作に就て思ってゐたことは此作を謹んでから確かめられた｡この詩にあるものは異

の自由で,其自由は音楽と共にある｡ だからラムボウにとっては他人ならば普然劇的に

詩を開展ささうとするところを,さうする必要が無かった｡彼は劇も何も一緒に引つば

って往った｡彼には静止することが辛かったばかりでなく,動く物の中でちょっとでも

一部分を摸げて見やうとする鎗祐を有たなかった｡ずいぶん迅速に通り過ぎる中で我々

はいろんな形を見る｡ しかしそれは頑丈に,或は秩序ある美しさで出来てはゐない｡そ
よ ろ

の物は踊掛けてつまづいて居る｡ この詩にあるとはりの言葉でいへば覆没してゐるもの

だ｡

音楽と共にあるといふことを私は少しも疑はない,なぜかと云へば右の様な意味のこ

とは音楽から我々が受ける｡しかし,そして音楽が若しこの詩を措零したなら (描胃と

- 28-



韻文詩翻訳の二つの可能性 (宇佐美)

いふより表現したなら)同様に好い聾術を得ることにならうがどちらでも同じことだ｡

ラムボウは我々の ｢未来｣におきたかった｡ラムボウの詩は未来といふものの外何も

歌ったのではない｡言葉を換-て云へば夢想生活の外,ずいぶん確かなものに信じられ

る夢想生活の外に彼の詩はない｡たゞどういふ場合にも望んで得られない望が起るそれ

は夢想者から流れいづる言葉が直ちに脆い放散性を帯び,それ程美しい示現となる事｡

少しでも手段の言葉ではないということである--

△三木さんのお話によると,この ｢酔ひどれの舟｣は,曾て上田敏先生が手をおつけにな

ったが,とうとう諾了せずにしまほれたとか｡途中で精分止さうと思ったが,兎も角目を

つむって仕通して了った｡ひどく自分のためになった｡すこし位講が拙いと誹られても,

この報酬は優にそうした誹りを償ってくれる｡兎に角,可成りのいい仕事であった｡

これによって,柳揮健が上田敏の未完成の訳稿の存在を知りながら,それを見てはいなかっ

たことが判る｡ 完成稿としては本邦初の試みであることを意識しつつ,青年期に特有の情熱に

導かれるがまま力まかせに訳了したいきさつが窺われて大変に興味深い｡三木露風の感想につ

いては,彼がこの作品に戸惑いを覚えながらも,その時間性と自由な夢想の展開を音楽性と結

び付けて,それなりに個性的に理解していたことを感じさせる｡

さて柳津健が自分の訳業にかなりの自負を抱いていたらしいことは,彼が同年12月に東雲堂

から上梓した処女詩集 『果樹園』にこの訳詩を収録し,その自序の末尾において次のように注

記していることからも,充分に推測される｡

--なほ,巻末に載せた言畢詩 『酔ひどれの舟』は,悌蘭西詩壇の鬼才アルテユウル,ラム

ボオが十九歳の折の製作で,被れの全作品を通じての最大傑作である｡この諾詩をこ､に

掲載した理由は,一にはこの詩が自分に昔てない深い感動驚異であったのと,一には永く

か つゝて言草し終へた自分の努力を砂くとも自分だけで紀念して置きたく思うたためにはか

ならない｡

『果樹園』所収の訳詩本文を初出のそれと比較してみると,かなりの箇所に推敵のあとが見

てとれる｡ しかしこれは主として文体上の磨き上げと考えられ,基本的な理解と全体の調子

(特に散文による口語体)を改変するものではない｡従ってここでは煩雑を避けて 『果樹園』所

収の訳詩のみを掲げる｡

酔ひどれの舟
ふな ひ き

① 浩蕩たる 『大河』をば自分が下った時,もはや船曳者に暫導して貫へないことが自分に判
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いろ と

った｡喧轟せる赤銅土人の群が,船曳者をば捉へて裸にし,色彩った柱に釘付けて射標と

なした｡
フ ラ マンむき -ィ ギ リ ス わた

② 普羅畳賓と英吉利斯綿との所持者たる自分は,全ての船員について,無頓着であった｡自
ふな ひ き

分の船曳者についての騒擾が静まって,『大河』は自分の望むでる所へこの身鉢を運んで

行った｡

③ あくる冬,海洋の激乱のなかへと,小鬼の頭蓋よりもはるか重い自分の身膿は走り入っ

た ! 海に突き出た 『半島』は,か､る烈しい凱歌の叫聾をば,かつて享けとったことも

なかった｡

④ 嵐は,わが海上の警戒をば役立たせた｡自分は,浮子よりも軽く,かの 『犠牲の永久なる
よ

漂泊者』と人々が稀べる波浪の上にて舞踏した｡眼が巨燈さ-も見え難いまでにさせたの
くや

も悔まずに,十夜の間,舞踏しっ けゞた｡

し
⑤ 小鬼にとりて辛酸なる林檎の肉よりも更に柔らかなる青い水は,わが擬製の船鰭に港み入

みどり

り ,緑 なる酒とその噴出とは,斑鮎を自分につけ,梶と小錨とを散乱せしめた｡

ポエ-ム みづ あ

⑥ さてその時よりぞ,自分は,星辰の入り乱れたる海洋の 詩 のなかに水浴みることとなっ
むさば

た｡余 り吸ふところのものは,緑色なる蒼等,その蒼白くして昏迷せる蕩拓のなかに,
A

思ひ悩める溺死人は屡々降りくだる｡

⑦ その緑なる蒼管は,瞬時にして,自重の紅輝のもとに狂乱と静かなる韻律とに染められ,
ア ル コホル リイル にが
亜見箇爾よりも強く神琴よりも接がりて,轡の苦い褐色をば湧き立たせる｡

⑧ 自分は,光に裂けた空,龍巻,反潤,水流を知る｡ 薄暮と,魔女の群のごとく熟したる曙

とを知る｡ そして,人々が見たと信じてゐる一切のものをば屡々見た｡

すみれいろ

⑨ 自分は,神秘なる恐怖に汚されたる低い太陽が長い董色の凝結を放射してゐるのを見た｡
おほふさ ころ

極く古代の芝居の俳優どものやうに,波浪が遠方でその兜頂の大総の戟懐を特がしてゐる｡

よる
⑩ 自分は,物静かに海洋の眼へとのぼりくる接吻,快として雪ふる青き夜を夢みた｡異常な

る液力の循環と歌唄ひなる燐光の黄色と青色の警戒を夢みた｡

ヒステリ あぶらなみ

⑪ 自分は,まるで-箇月といふもの,非斯的里な牡牛のごとく,暗礁-と侵襲する油浪の
しりヘ マ リ イ み あし は
後 についた｡Mariesのまばゆき御足が,この醜悪人をば,腫れあがった 『大洋』に追ひ

やり得ることをも考-ることなく｡

⑫ あ､,自分は衝突させてしまった｡海洋の水平線の下,蒼海色の畜群のなかに於て,豹の
f;づな フロ寸リド

眼の花が手軽のやうにはり伸べた虹の男の皮膚に交り合ってる奇異なFlorides｡
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レ井アタン

⑬ 自分は巨大の陥穿なる沼津が醸酵するのを見た｡そこなる葦の間には,あらゆる怪獣 が
くさ なき
腐りつくしてゐる｡怖ろしげなる凪のなかの水の類癌,水の崩落する深淵の方角なる遠方

に於て14),

ら てん いま

⑭ 堆氷,銀の太陽,螺細の波,木炭の空,暗褐色の崖の底なる忌はしい坐洲を見た｡その崖
とこむし よじ あ

には,鼠姑を余り食ってゐる巨蛇が,紐れた樹木から黒い匂ひと供に堕ちくる｡

さがみうを き ん

⑮ 自分は,子供に,緑色の波の間の后 魚をば見せてやりたいと思った｡その魚は,黄金の
しぶ き

魚,唄ふ魚｡花の飛沫が自分の漂へる舟をきよくしてくれ,口に述べがたい風がやがて自

分に羽翼を附けてくれた｡

⑯ 折々,地極と地帯との疲れし殉死者なる海洋は,その畷り泣きにより,わが舟の動揺を軟
あ

らかならしめ,自分の方に向って黄色の吸角をもった陰影の花をばさし拳ぐる,自分は脆

いてゐる女のやうに残されてゐる｡

⑰ 半島は,わが船側にむかつて,明暗色の眼を持ち妄りに鍍呼する鳥群の争闘と排継物とを

打ちつける｡ 溺死人が遠かつて眠りに人らむものとわが脆い鎖を博はって降りて行ったの

ちになって,自分は船を走らせた｡

⑱ しかして,烏も無さ気圏気のなかへと願風によりて投げいだされ,小麿の毛髪の下に失は
モニトオル アンス

れし船一日分｡わが MonitorsとHansesの帆船とは,水中より酔ひどれし船骨をば拾ひ

あげやうともしてゐない｡

すみれいろ よ

⑩ 董 色の霧より,放れた,躍起し,上騰して,自分は良き詩人のために精美なる糖葉とも

いふべき,太陽の苔辞と碧色の沸涙をば保てる壁のごとく鼻紅なる空に,穴を穿った｡

⑳ 『七月』が,熱き漏斗のごとき海上の空をば,大杖をもって崩したとき,自分は,黒色の

海馬の群に護衛せられてゐる狂乱の盤面,電気憶の星辰に染められて走った｡

ヘエモオ メニストロホム はる
⑳ 自分は,Bとh主motsと厚きMaestromsの春情期を,遥か遠くより欺き悲しみて,戟懐する｡

イムモヒリテ とこしへ つむ ヨオロツ パ いた

縁なる不 動 を永久に糸紡ぐ自分は,古き胸壁を有する欧羅巴をぼ悔む｡

⑫ 自分は,星の群島と,狂乱せる空が漕手の上に接がれるところの小島とを,見た｡黄金の

鳥の幾寓の群よ｡ 未来の意力よ｡ 汝が,眠り且つさすら-るは,奥底も知らぬこの夜に於

てなるか｡

⑳ さはれ,げに,自分は除り涙を落しすぎた｡曙は痛苦してゐる｡全ての月は酷に,全ての
にが

太陽は,辛い｡苦い轡は,昏乱せる魔痔をもて自分を膨らます｡ あ ,ゝわが龍骨は爆破し,
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あ ､,われは海洋に突き入る !

ヨオロツパ たま にほ
⑭ 自分にして,若し欧羅巴の水を望むとせよ｡ そは黒 くして冷たき溜り水,それには匂やか

うづく

な薄明に向ひ悲哀に充ちて停 まれる小鬼が,五月の蝶々のやうに脆い船をば解き放つ｡

みづ あ

⑳ あ ､,怒涛よ｡ 汝の苦悩に水浴みて,自分はもはや綿を所持せる者等よりその航路をば奪
はヾ

ふ能はず｡旋旗と火焔との矯憶をば阻む能はず｡はた,鋼葉船の畏ろしき眼の下にありて

泳ぐ能はず｡

- 大正二年十二 月 詳 -

この柳津訳の特徴は,すでに序章でも簡単に触れたように,詩節をひとつのブロックとする

散文の訳であることだろう｡ 語嚢や言い回しに所々,私たちの眼や耳には古めかしく思われる

ものが混在するのは,日本の近代化の過程で言語が被った著しい変化と時代の制約を考えれば,

やはりやむを得ないだろう｡ 辞書に恵まれた今日なら,初学者でも避けられたであろう誤訳も

いくつか見られる (例えば第4連,第10連の6ve山をいずれも｢警戒｣と訳しているところなど)｡｢銅

乗船｣(第25連)などというよく意味の判らない訳語も紛れ込んでいる｡しかし行分けを廃し,

日本人の感性に抜 きがたく定着する五七ないし七五のリズムには必ずしもとらわれずに,いわ

ば当時としてはかなり平易な日常的散文の柔軟さをもって,原詩におけるダイナミックなイ

メージの展開に出来るだけ忠実に従おうと努めていることは,ひとつの可能性を模索する実験

として,むしろ積極的に評価しなければならない｡

そこで韻文詩の翻訳に際して散文を使用することの意義と効用とについて,以下に若干考察

を加えておきたい｡詩における韻文と散文の区別が暖味になってきており,またその区別自体

が大して意味のあることではなくなってきている今日では,理解しにくいことではあるが,例

えばフランスにおいて ｢散文詩｣(poとmeenprose)ということばは,殊にジャンルの発生の段

階においては,一種の用語矛盾以外の何 ものでもなかった｡｢詩｣(po占me)は ｢韻文｣(vers)

で書かれるものであり,｢散文｣で書かれた ｢詩｣などというものは,本来ありうべきものと

は思われなかった｡｢詩｣と ｢韻文｣はほぼ同義語といってさしつかえなかったのである｡

モリエール (Mo蛤re)が例の 『町人貴族』(LeBourgeoisGentilhorrme)の第2幕第4場におい

て,硬直した修辞学の束縛を痛快に戯画化 して見せた時代の名残 りは,そう簡単には消えな

かった｡がらにもなく恋文を書こうとするジュールダン氏 (MonsieurJourdain)に,哲学の先生

(MaitredePhilosophie)は,自分の考えを表現するには散文か韻文のどちらかに頼らなければな

らないと講釈 した上で,｢すべて散文でないものは韻文であり,韻文でないものは散文なので

す｣(toutcequin'estpointproseestvers;ettoutcequin'estpointversestprose)という,いかにも

同義語反復的で無内容な定義をつけ加えるのである15)｡
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定型としての ｢韻文-詩｣と非定型としての ｢散文｣,このふたつの間に介在する障壁を突

き崩して言語を活性化しようとする営みのなかから散文詩は生まれた｡いわば破壊と混沌を母

胎として生成した新しいポエジーであって,シュザンヌ･ベルナール (SuzarmeBemard)がそ

の労作 『散文詩- ボードレールから現代まで- 』(LePoとmeenprosedeBaudelairejusqu'amos

jours)の緒言でまず指摘するように,これは一種の ｢多形現象｣(polym orphisme)を呈する ｢変

幻自在のジャンル｣(genreprotee)なのであった16)｡詩を振殺しかねない韻律法の束縛を逃れ

て,新天地を開拓するためには,無政府状態のもつエネルギーが大きくものをいったはずであ

り,それだけに形態としての散文詩をきちんと定義することは至難のわざに近い｡というより,

新しい言語の創生への歩みそのものがこのジャンルの本質であってみれば,安易な定義づけは

不可能であるばかりか無意味ですらあるだろう｡

シュザンヌ ･ベルナールが,彼女の浩潮な散文詩論を定義や原則から起こすのではなく,

ジャンルの生成と発展の実態を観察することから始めたのは,まことに意味の深いことであっ

た｡時代や個人によって様々な異なったあらわれ方をする ｢散文詩｣の生態を,具体例に即し

て仔細に検討することを基本とし,そこからこのジャンルの本質としての ｢常数｣(constantes)

を導き出してゆく,これが彼女の採用した探究の方法であった｡

とはいえ一応の守備範囲を明確にしておくことは必要であり,殊にいわゆる詩的散文 (prose

po6tique)や蔵言 (maxime),アフォリズム (aphorisme)等と散文詩とを区別することは,対象

を見きわめる上で不可欠であった｡その場合ベルナールが最も基本的な必要条件として採用し

たのは,意識的ないし意図的な試みとしての創作行為の成果であるか否かということであった｡

未完成なもの,非構成的なもの,偶成的なものにとどまっているかぎり,芸術ジャンルとして

の散文詩の枠内に含めて考えることは出来ない｡たまたまある散文の断片がそこに二,三の詩

的なきらめきを見せていたとしても,ただちにそれを散文詩と呼ぶわけにいかないのは当然で

あろう｡

ベルナールは,散文詩を他の文学ジャンルと分かつ限定条件として,次の三つを挙げている｡

その第-は,テクストを詩作品として結晶化しようとする作者の構成的な意図が結果としても

たらす ｢組織的統一性｣(unit60rganique)である｡ 一見どのように複雑なあるいは自由奔放な印

象を与えようと,詩作品は必ずそれだけでひとつの全体としてのまとまりを持っている筈であ

り,そこには閉じられ完結した宇宙が内包されている｡小説や物語の一節がたとえどのように

｢詩的｣な輝きを見せていようと,それはあくまでも部分であって,それだけで詩作品として

の特質をそなえたものとはいえないであろう｡ ここから第二の限定条件,すなわち ｢無償性｣

(gratuit6)ということが導き出されて来る｡ 散文詩は,時間の流れや空間の延長にそってある

一定の筋の展開に寄与する,物語や小説などの叙述様式ないし描写とは異質なものである｡無

限の時空を一個のオブジェのようなものに圧縮して封じ込め,一切の理由づけや有用性を欠い
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たまま一気に読者の前に提示しようとする｡ 第三の条件は,以上ふたつの条件が必然的にテク

ストの形態に強いるところの ｢短かさ｣(br近vet6)である｡ だらだらとした長談義,あるいは

余談と脱線は,詩の昂揚と濃密さ,あるいは統一性を損なうものであろう｡ ポー (Poe)が

『詩の原理』(ThePoeticP血ciple)の冒頭で断言するように,｢長い詩などというものは存在しな

い｡長い詩というようないい方が,すでに用語上の矛盾を犯しているのである｣(Iholdthata

longpoemdoesnotexist.Imaintainthatthephrase,(alongpoem)issimplyaflatcontradictioninterms.)17)

ところで歴史的な視点から散文詩の成立の問題を考えてみると,詩の翻訳ということにから

んで興味深い事実が明らかになる｡このジャンルが生み出されるにいたった機縁は,主に次の

ふたつの側面から考察されるが,そこにはどうやら18世紀後半から特に盛んになった翻訳詩の

存在が,微妙に作用しているようなのである｡

その第-は,韻文詩自体の内部に熟成してきた変革の気運であった｡詩心を見失って小手先

の技術をもてあそぶ三文詩人は,例えばモリエールが 『人間ざらい』(LeMisanthrope)のなか

で,内容空疎なソネを臆面もなく人前で朗詞するへは詩人オロント (Oronte)のうちに,まこ

とに鮮やかに戯画化しているのであるが,これを徹底的に攻撃するアルセスト (Akeste)の憤

感には,古い器に盛り切ることの出来ない詩心の抑圧と内面の躍動が暗示されていると見るこ

とが出来る｡ ラ･フォンテーヌ (LaFont血e)やモリエールの韻文解放の試みは,かなり大胆

で積極的なものであったが,秩序と均衡を重んじる保守的な美学が圧倒的に支配していた,ル

イ十四世の時代という制約をのがれることが出来なかったのは,やはり当然であるだろう｡ ア

ベ ･デュ･ボス (Abb6DuBos)が,その 『詩画論』 (R6flexionscritiquessurlaPoesieetsurla

Peinture)のなかで,｢ポエジーを喪失した美しい韻文がある一方,韻文ではないが美しいポエ

ジーがある｣ (IlestdebeauxPoemessansvers,Commedestdebeauxverssanspoesie….)といい切っ

たのは,ようやく18世紀初頭になってからのことであった18)｡

いうまでもなくこの気運は,ロマン派文学運動において一挙に爆発するのであって,ラマル

チ-ヌ (Lamartine)やユゴー (Hugo)を先頭とする一群の詩人たちの旺盛な創作活動によって,

韻文そのものが,語嚢と形態の両面において革命の洗礼を受けたことは,周知の事実である｡

そしてこの韻文革新の流れは,さらにヴェルレ-ヌやランボーを初めとするいわゆる象徴派の

詩人たちの,｢自由韻律詩｣(vers肋res)へと受け継がれてゆくことになる｡ 時によって突然変

異種のように見られがちの散文詩も,実はこのロマン派の詩歌革新運動のなかから必然的に芽

生えたものであり,やがてそれ相応の大輪の花を咲かせるにいたるのであるが,それはすでに

ユゴーが 『東方詩集』序文 (Pr6facedesOrientales)のなかで述べている次のようなことばに,

はっきりと予告されているようだ｡

芸術には,手引のひもや手錠や猿ぐつわなどは不要なのだ｡芸術は諸君にただ ｢行
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け !｣ と命じる｡ そして,禁断の木の実など見当たらぬ詩というこの広大な庭に諸君を放

つのだ｡もはや空間も時間も詩人のものである｡---散文で書こうと韻文で書こうと,大

理石に刻もうとブロンズで鋳ようと,まったく自由なのだ｡･--詩人とは,自由な人間な

のだ｡ひとつ彼の眼を通してあたりを眺めまわしてみようではないか｡

L'artn'aquefairedeslisi主res,desmenottes,desbâdlons,･avous°it:Va!etvouslache

danscegrandjardindepoesle,(泊un'yapasdefruitd6fendu.L'espaceetletempssontau
′●

p0台te… Qu'i16Criveenproseouenvers,qu'ilsculpteenmarbreoucouleenbronze… C'est

amerveille.Lepoeteestlibre. Mettons-nousasonpointdevue,etvoyons19).

束縛としての定型を打破して,韻文をよりしなやかに,より自由なものに作り変えようとす

るロマン派の詩歌革新運動と並んで,もうひとつ散文詩の成立に大きく与かって力があったの

は,特に18世紀における散文の飛躍的な発展と成熟であった｡韻律法によって得るものよりも

むしろ失うものの方が多いことを指摘し,いわば韻文に見切りをつけて散文のなかにポエジー

を注ぎ込もうとする努力に専念 したフェヌロン (F血elon)の 『テレマックの冒険』(LesAven-

turesdeT616maque)あたりが,さしあたりその先駆けとして挙げられるだろう｡ 散文でありな

がら,叙事詩のもつ大きなうねりを伝えることを可能にするしなやかな構造を示し,繊細な感

受性,特に自然感情のこまやかさ,豊かさを生き生きと感じさせる 『テレマック』 の文体は,

理性 と感情の調和に基づ く美 しい詩的散文の新境地を拓いたものであり,早 くもジャン-

ジャック･ルソー (JeanJacquesRousseau)の到来を予告するものであるといって過言ではない｡

18世紀は,韻文の衰退と散文の隆盛が際立った対照を示した時代として,文学史に特筆され

る転換期であるが,このことは何もヴオルテール (Voltaire),ルソー,デイドロ (Diderot)など

偉大な散文作家たちの仕事に限っていい得ることなのではなく,例えばウオルポール

(Walpole)とデフアン婦人 (MadameduDeぬnd) の往復書簡などをのぞいてみるだけでも,十分

に納得のいくことであるだろう｡ コクのある散文の妙味は,そのまま欄熟した文化から立ちの

ぼる香 りでもあっただろう｡

散文詩という大輪の花を準備する土壌を作った以上ふたつの側面からの気運の高まりに,さ

らに外国詩の翻訳の流行とその影響という具体的な契機がつけ加わると,新しい ｢詩｣の誕生

はほぼ決定的になったといって差し支えない｡18世紀における散文の名手たちの連峰に自らも

連なるアベ ･プレヴオー (Abb6Pr6vost)は,当時さかんに行われた外国詩の翻訳が,そのほと

んどが散文訳であるにもかかわらず,原詩の魅力と美しさをまことに生き生きと伝え得ている

ことをとらえて,韻律法が詩の本質的な構成要素ではないことを強調している20)｡例えばシュ

ア-ル (Suard)やテエルゴ (Turgot)あるいはル ･トゥルヌール (LeToumeur)による 『オシア
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ン』 (Ossian)のフランス語訳は,ジェームズ ･マクファースン (JamesMacpherson)の英文テク

ストそのものが,情念の息吹を生々しく伝えてよこす見事な ｢散文訳｣であったこともあって,

シャトーブリアン (Chateaubriand)からスタール夫人 (MadamedeStael),はてはナポレオン･

ボナパルト (Napo160nBonaparte)にいたる広範なロマン主義精神の持ち主たちに,みずみずし

い感動を呼び起こし,かなり長期にわたって大きな影響を与え続けたのであった｡

この翻訳詩の流行 と成功が,パルニー (Pamy)の 『マ ダガスカルの歌』 (Chansons

Mad6casses)やメリメ (M6rim6e)の 『ラ･グズラ』 (LaGuzla)のような,いわゆる偽装翻訳詩

(pseudo-traduction)を生み出すにいたる｡ これは散文詩の生誕を準備するものであったというよ

りは,その胎動を現実のものとして告げ知らせるものでもあったはずである｡ パルニーの

｢歌｣などは,素朴で単純な文体と生彩に富んだ記述,そして簡潔で緊密な構成などの点から

みて,まさしく散文詩の先駆けとして,今日も十分に通用するものと思われるのである｡

柳津健の翻訳 ｢酔ひどれの舟｣が,上田敏の ｢酔ひどれ船｣や小林秀雄の ｢酪酎船｣あるい

は中原中也の ｢酔った船｣(のち ｢酔ひどれ船｣と改題)などと比べて,同じように広範な読者を

勝ち得たとか,あるいは負けず劣らず大きな影響を与えたとかという形跡はない｡むしろ近代

日本における外国詩翻訳の歴史上,その存在すらほとんど忘れられてしまっているといわなけ

ればならないだろう｡ けれどもその散文訳の試みは,上に述べたようなフランス散文詩成立の

経緯と比較対照させながら,日本の近代 ･現代詩のかかえている定型 ･非定型の問題として,

改めて検討されるに値するものであることは間違いない｡ 現代詩の大半が行分けを廃して散文

詩の形態をとっている状況にあっては,なおさらのことである｡

あ わ り に

以上,ランボーのLeBateauivreの翻訳を具体例として取り上げて,上田敏の文語体律動詩

による試みと,柳津健の口語体 (を基本とする)散文詩によるそれとを,比較対照させながら

翻訳詩の問題を考えてみた｡最後に,この両者を統合するような試みとして,中原中也の訳詩

が位置づけられるのではないか,という私見をつけ加えてとりあえず本稿を閉じたいと思う｡

中原中也による LeBateauivreの翻訳は,まず最初に ｢酔った船｣と題して1933(昭和 8)

年5月号の 『日本歌人』に掲載された｡ついで1936(昭和11)年6月に山本文庫の1冊として

刊行された 『ランボオ詩抄』では,｢酔ひどれ船｣と改められた｡玄文社版で流布した上田敏

の訳と同じである｡ おそらくこの時点では,ランボーの初期韻文詩の傑作がすでにかなり有名

になっていて,｢酔ひどれ船｣の題名が定着していたことが,変更の主な動機ではなかったろ

うか｡しかし原詩のタイトルが含む微妙なニュアンスを考えるならば,むしろ ｢酔った船｣の

方が面白いし忠実ですらある｡ivreの訳語として ｢酔ひどれ｣というのは強すぎる (この詩の
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主人公であり話者でもある ｢船｣は ｢酔って｣はいるが,決して ｢酔いどれ｣てはいない) し,Vais-

seauという詩語を避けてあえて日常卑近なBateauを用いた原作者の意図を考慮するなら,初

出の中也訳のさりげない題名がよりふさわしいとさえ思われる｡

私は不感な河を下って行ったのだが,

何時しか私の曳船人等は,私を離れてゐるのであった,
あかはだぴと まと

みれば罵り喚く赤肌人等が,彼等を的にと引ツ捕-,

色とりどりの棒杭に裸かのままで釘附けてゐた｡22)

この第1連の引用からだけでも,中原中也の翻訳の基本姿勢をかなりはっきりと見てとるこ

とが出来る｡ すなわち七五ないし五七のリズムにはまったくとらわれずに,原詩におけるイ

メージの展開に出来るだけ忠実に従おうとする柔軟な姿勢である｡行分けの体裁をとってはい

るが,その文体は平易を心がけた散文のそれであるといっていい｡散文の文体を用いながら詩

作品としての求心力と組織的統一性をいかにして確保するか,それがこの翻訳が日本語の詩作

品として通用するか否かの要であった｡誤訳もしばしば認められ,かならずLも十分な出来ば

えとはいえないが,しかしこの試みは今日あらためて検討し直されるに値する｡ 日本近代詩に

おける口語体の真の成熟と発展は,中也がこのようにしてフランス近代詩の翻訳を通して自ら
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